
医師確保に向けた取組

健康医療福祉部医療政策課 医療人材確保係

（令和７年１月22日 甲賀圏域地域医療構想調整会議）



◆滋賀県医師キャリアサポートセンター
（地域医療支援センター）

滋賀医科大学と共同で設置。医学生向け修学資金
の貸与、キャリア形成支援、相談窓口の設置、地域
医療に対する啓発、医師充足状況の調査分析等

地域医療に貢献する
医師の「養成」

・県内唯一の医育機関である滋賀医科大学との
連携を密にした養成

・地域医療に貢献できる医師を養成する「地域
枠制度」の充実

・地域枠学生等が地域医療に貢献するキャリア
を明確に描けるよう支援することを目的とし
た「キャリア形成卒前支援プラン」の充実

・地域枠学生や全国の医学生に対する修学資金
等の貸付制度の継続

医師の確保・偏在解消に向けた総合的な対策

以下の４本柱により、将来にわたって良質かつ適切な医療を効率的に提供するために必要な医師の確保に取り組む。

◆滋賀県医療勤務環境改善支援センター

令和６年（2024年）４月から始まる医師の時間外
労働規制に向けて、滋賀労働局や滋賀県病院協会
等と連携し、医療の質や安全の担保を図るため、医
師の労働時間短縮・勤務環境改善の支援を実施

・地域における医師確保と医師
のキャリアアップ

の両立を目的とする「キャリ
ア形成プログラム」

を策定

地域医療を担う医師の
「キャリア形成支援」

地域医療を支える医師の
「定着支援」

・勤務環境改善等による医師の働き方改革の推進
・看護師をはじめとする医療従事者等へのタスク
シフト／シェアの推進

・女性医師をはじめとする子育て世代の医師等へ
の就業支援・再就業に向けた取組の支援

・滋賀県ドクターバンク（無料職業紹介事業）に
よる医師の確保・定着促進

地域・診療科の
「偏在是正」

・滋賀県地域医療対策協議会における地域枠医師
等の配置調整

・県内各地域の医師充足状況や市町の実情を勘案
した自治医科大学卒業医師の配置調整

・地域包括ケアシステムの充実等に向けた総合的
な診療能力を有する医師の確保・育成

・医師が不足する診療科および専門分野における
医師の充足に向けた検討

◆滋賀県地域医療対策協議会

知事の附属機関として、医師確保計画の実施に必
要な事項を検討（地域枠医師の派遣調整、キャリア
形成支援等）

事業の実施体制として、県と相互に連携して事業を実施

○医学生向け貸付金
(医学生修学資金、 医師養成奨学金)

○自治医科大学負担金
○医師の魅力発信事業
○医学生向け県事業PR、県内定着促進
事業

病院勤務環境改善支援事業補助金

滋賀県がんばる医療応援補助金

○復職支援等研修事業補助金
○滋賀県ドクターバンク事業
○滋賀県医療勤務環境改善支援セン
ター事業
・医療機関からの相談対応
・医療機関へのアドバイザーの派遣
・勤務環境改善にかかる研修会開催
・勤務環境改善に関する広報、啓発
・勤務環境改善計画
・医師の時短計画の策定支援 など

次世代の滋賀の地域医療を担う若手
医師支援事業（入職前オリエンテーション）

滋賀の地域医療をリードする医師育
成事業

○臨床研修指導医講習・情報交換事業
○臨床研修医・専門研修医確保対策事業
○１年目研修医の研修・交流事業
○実践的手術手技向上研修実施機関設備
整備事業費補助金

○専門研修指導医派遣等支援事業
○地域医療研修事業補助金
○産科医確保研修・研究資金貸付金
○産科医等確保支援事業

医師少数区域経験認定医師勤務推進
事業補助金

○医学生向け貸付金（再掲）
(医学生修学資金、 医師養成奨学金)

○自治医科大学負担金（再掲）
○復職支援等研修事業補助金（再掲）

滋賀県医師キャリアサポートセンター事業
・医師不足状況等の把握、分析 ・県貸付金被貸与者への面談
・医学生向け講演会等の実施 ・若手医師や女性医師のキャリア形成支援
・相談窓口の設置 ・女性医師ネットワーク会議の運営
・医師、医学生向け情報発信 ・医師キャリア形成プログラム(案)の作成 など

拡

新

・キャリア形成と県内就業義務の両立を図ること
を目的とする「キャリア形成プログラム」の充
実

・地域枠医師等へのきめ細やかな面談によるキャ
リア形成支援

・臨床研修プログラムの充実や指導体制強化の支
援

・専門研修プログラムの充実等の支援

新

新

拡

拡

拡

令和６年度
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滋賀県ドクターバンク事業
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滋賀県ドクターバンク 医療機関（求人者）医師（求職者）

事業概要

滋賀県ドクターバンク事業 とは…

滋賀県内の医師不足に対応するため、県内医療機関への就業を希望する医師の情報および県内医療

機関の求人情報を収集、提供するとともに、医師と医療機関の間を取り持ち、就業の紹介・あっせん

を行う無料職業紹介事業。

求職（希望条件）の申し出 求職・求人情報の収集 求人（希望条件）登録

条件に合う求人病院を
ピックアップ

求職者・求人者の紹介

就業に向けた調整

医師の希望に沿った病院との
連絡・調整

就業に向けたサポート

① 滋賀県による面談の実施
② 希望する病院の面談・見

学を設定

成立再就業 医師の確保

上記の求人求職の希望に沿ってマッチング
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滋賀県ドクターバンク事業の拡充（令和５年度～）

背景
• 令和５年度の相談件数は４件、成約件数は１件。

（過去５年実績（Ｒ１～Ｒ５）：相談件数18件、成約件数４件）
• 制度の周知を含め、総合的に事業の仕組みを見直す必要がある。

滋賀県ドクターバンク事業の展開

３．診療所の事業承継支援
• ニーズの把握
• プロセスの構築
• 事業の具現化

１．定年退職前後のシニア医師向け相談機能の充実

• 医師本人の了解を得たうえで、勤務先の病院から定年退
職予定者リストの提供を受け、再就業を希望する医師を
支援

• 医大同窓会との連携による、シニア医師へのアプローチ

２．女性医師向け相談機能の充実

• ホームページ上に特設記事を掲載

• 滋賀医科大学男女共同参画推進室との連携強化
（スキルズアッププログラム等への誘導）

４．広報の強化

• 県キャリアサポートセンターＨＰの活用
• ＨＰ上のフォームからの求職情報の登録、医療機関に

よる求人情報の随時更新を可能に
• 広告媒体の再検討

現状・課題 • 求職の申し出から就業先の紹介までに時間がかかりすぎている。
• 職業紹介の形式に捉われないターゲットを絞った事業展開が必要。

４本柱によりターゲットを絞った事業を展開・拡充し、医師確保を推し進める。
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診療所の事業承継支援

統計データ等

アンケート調査

事業実施に向けた検討



県内診療所数の推移
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1,044

1,100
1,143

出典：「令和５年医療施設調査」（厚生労働省）

令和５年10月時点の本県の診療所は1,143か所。令和２年1O月時点から43か所増加。
増加傾向にあり、医療圏域別にみると、湖南・大津圏域で特に増加しており、減少した圏域はな
い。



県内診療所数の増減率（H26を100％とした場合）

8出典：「令和５年医療施設調査」（厚生労働省）
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増減率でみると、最も高いのは湖西圏域であり、平成26年10月時点
から約1.3倍となっている。
一方で、湖北・湖東・甲賀圏域はほぼ増減がない。



令和４年末現在の本県の診療所に勤務する医師数は1,055人。令和２年末時点から３人増加。
平成24年末時点と比較すると医師数は増加しているが、令和２年末時点と比較すると微増にとど
まっている。

県内診療所医師数の推移
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9出典：「医師・歯科医師・薬剤師統計(令和４年末現在)」（厚生労働省）
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増減率でみると、最も高いのは湖南圏域であり、平成26年末時点から約1.2倍となっている。
一方で、湖東圏域では約0.9倍となっている。

県内診療所医師数の増減率（H26を100％とした場合）
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10出典：「医師・歯科医師・薬剤師統計(令和４年末現在)」（厚生労働省）

湖北



11

県内診療所医師の男女別年齢構成

２９歳以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上 計 平均年齢

男性医師（人） 0 18 129 190 300 233 870 62.0歳

女性医師（人） 3 17 46 55 44 20 185 54.4歳

計（人） 3 35 175 245 344 253 1,055 60.8歳

女性比率 100.0% 48.6% 26.3% 22.4% 12.8% 7.9% 17.5%

29歳以下
0.3％

30代
3.3％

40代
16.6％

50代
23.2％60代

32.6％

70歳以上
24.0％

県内医師の年齢構成

30代, 
2.1%

40代,
14.8％

50代,
21.8％

60代,
34.5％

70歳以上, 
26.8％

男性医師
29歳以下, 

1.6％

30代,
9.2％

40代,
24.9％

50代, 
29.7%

60代, 
23.8%

70歳以上, 
10.8%

女性医師

出典：「医師・歯科医師・薬剤師統計(令和４年末現在)」（厚生労働省）
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医師偏在指標（病院・診療所）

出典：「2023年病院・診療所医師偏在指標に係るデータ集」（厚生労働省）
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令和５年度滋賀県地域医療対策協議会における委員意見

甲賀圏域は相対的に見て医師少数区域になったが、少しずつ医師が増えてきているので、総合的に見て
大きな危機感を持っているわけではない。公立甲賀病院は滋賀医科大学と「地域医療教育研究拠点に関
する協定」を結んでいるため、キャリア形成のため医師が集まってきているのも大きい。

ただし、開業医の先生はかなり高齢化が進んでおり、この先10年となると開業医の先生方が
廃業するという危機感は持っており、注視していかなければならない。

地元の医師会と話をする機会があったが、開業医の高齢化は進んでおり、５年後10年後には
かなり多くの開業医が辞めると聞いている。事業継承についても大きな課題となっている。

湖北圏域は医師が足りている地域に分類されているが、北部では採算の問題で診療所の後
を継ぐ者がいないため、既設の国保診療所に複数医師を配置することで、どうにか医療提供
体制を維持する状況になりつつある。 （中略） 実際問題として、医師がいなくなった地域に医師を配
置しようとしても、採算が取れないため上手くいかないことが多い。そのため、いざという時には基幹的な
医療機関に運べるようにしておくなど、総合的な対策が必要になる。

（診療所の分布調査の考察として…）

滋賀県内のいずれの医療圏でも 65歳以上の高齢医師の診療所が多いが、新規開業は大津・湖南
医療圏に集中しており、同医療圏では今後も診療所の「面での連携」が取れるのならば地域医療の今後の継
続に問題はないように思われる。しかしながら他の医療圏では、新規開業は少なくさらに全体に高齢化
が進むことが予想される。

滋賀県医師確保計画において、「医師の高齢化等が進展する中で、県内の診療所が
減少していくことが想定されるため、診療所等の事業承継を支援します」と記載
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診療所の事業承継支援

背景

アンケート調査

事業実施に向けた検討
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「診療所の事業承継支援」に係るアンケート調査 ～概要～

１．目的
診療所開設者の高齢化が進展するなかで、承継者が見つからずやむを得ず閉院を選択する診

療所が少なくない状況となっており、地域医療の根幹となる一次医療に重大な影響を与えるこ
とが憂慮されることから、県内診療所を対象とした事業承継支援を検討するために、第三者
（親族・従事者以外）による事業承継を希望されている診療所を把握する。

２．調査方法
郡市医師会を通じてアンケート調査票を配布
（郵送、FAX、電子メール、HP掲載、例会で配布等 配布方法は郡市医師会により異なる）

３．調査対象
郡市医師会会員の診療所開設者

４．調査期間
令和６年６月18日～８月21日

５．回答数
118診療所(回答率：約13.5％、Ａ会員数：約870名)

25%

28%
18%

4%

3% 13%

9%
大津

湖南

甲賀

東近江

湖東

湖北

湖西
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「診療所の事業承継支援」に係るアンケート調査 ～全体～

16.1%

18.6%

25.4%

39.8%

①数年の内の第三者への事業承継を考えている

②将来、第三者への事業承継を検討する予定である

③第三者へ事業承継する予定はない

④未定

46.3%

26.8%

19.5%

7.3%

5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

78.0%

19.5%

①希望する

②希望しない

41.5%
56.1%

①希望する

②希望しない

第三者への事業承継の意向
何年後？

事業承継支援を希望するか？

キャリサポＨＰへの情報掲載を希望するか？

①＋②：34.7％
（41診療所）

(19)

(22)

(30)

(47)

(19)

(11)

(8)

(3)

(32)

(8)

(17)
(23)

※分からない：１

※保留：１

（ｎ＝118）
（ｎ＝41）

（ｎ＝41）

（ｎ＝41）

①

②

③

④
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「診療所の事業承継支援」に係るアンケート調査 ～甲賀圏域～

4.8%

28.6%

14.3%

52.4%

①数年の内の第三者への事業承継を考えている

②将来、第三者への事業承継を検討する予定である

③第三者へ事業承継する予定はない

④未定

(1)

第三者への事業承継の意向
（ｎ＝21）

14.3%

42.9%
28.6%

14.3%

5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

何年後？
（ｎ＝7）①＋②：33.4％

（7診療所）

事業承継支援を希望するか？
（ｎ＝7）

キャリサポＨＰへの情報掲載を希望するか？
（ｎ＝7）

57.1%

28.6%
①希望する

②希望しない

※分からない：１

14.3%

85.7%

①希望する

②希望しない

(6)

(3)

(11)

①

②

③

④

(1)(1)

(3)

(2)

(4)

(2)

(1)

(6)



「診療所の事業承継支援」に係るアンケート調査 ～自由記述～

事業承継の理由（一部抜粋）

高齢による ※70～80歳で引退を希望する方が多い印象

跡継ぎがおらず、現在の患者さんに迷惑をかけるから

動けなくなったり判断力が鈍ってからでは遅いと考えるから

デジタル化についていけないため

2030年電子カルテの義務化

診療所の事業承継支援に関するご意見（一部抜粋）

地域医療にまじめに取り組んでくれる方にお願いしたい。

素晴らしい取り組みですので応援しています。

どんな条件でも承継してもらえると助かります。

湖西・湖北・湖東地域でどんどん開業医が減っていくと思うので，とても良い事業だと思う。
開業を希望する個人だけでなく、地域医療に意欲のある複数の医師が在籍する医療法人も
継承の対象としてご支援されると、なお良いと考える。

第三者に事業承継したいが、全ての条件が悪く誰も承継する人がいないのが現実である。こ
れらが行政でなんとかなるとは思えない。

すでにA社にお願いして全国的に継承先募集中ですが、ひきあいはないようです。

継承先を探す際に情報管理が甘く、外部に漏れた場合、退職者を招いて組織崩壊の引き金
になりかねない。
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診療所の事業承継支援

背景

アンケート調査

事業実施に向けた検討
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これまで

閉院診療所医師の高齢化
• 事業承継者の不在
• 開業希望者とのマッチング不足

課
題

解

決

策

• 個人的なツテ（医局の後輩等）
• 県医師会、郡市医師会による広報（募集広告）

• 民間人材紹介事業（高額な紹介料が必要）

事業承継

事業承継を求めている診療所 開業を希望する勤務医

郡市医師会

医大同窓会

医院開業コンサル等

情報提供 情報提供

マッチング

支援

滋賀県ドクターバンク

各種の開業・譲渡支援（専門職・企業等）

支援

支援

診療所の事業承継支援（イメージ図）



課題・検討の方向性

課題 検討の方向性

開業を希望する医師を
どのように把握するか

キャリサポＨＰ内に特設ページ作成

承継希望者、開業希望者を募集
譲渡案件を掲載

マッチングしたとしても、
県からは各種の開業・
譲渡の専門的な支援が
できない

事業承継支援を行っており、かつ開業希望者の情報を持っている
民間事業者との連携

県で一定の要件を設け、５～10事業者を公募し、各事業者の支援内容、
手数料の有無、特徴等を一覧でまとめ情報提供
情報提供だけでは実効性に欠ける？ 県医師会等との連携を検討？

過疎地域の事業承継

【開業希望者向け】事業承継された診療所の開業資金を一部補助

開業資金の一部補助により過疎地域での事業承継が進むか？
（補助金により開業できても継続的な採算が見込めないと意味がない）

【承継希望者向け】
事業承継を行うためのコンサル料（成功報酬）を一部補助

事業承継には多額のコンサル料を要する（成功報酬として売り手または
両者に請求）
承継希望者は事業承継に多額の費用を要するという認識が薄く、いざ
事業承継を検討した時に「それだけ費用を要するなら閉院しよう」と判
断するケースが多い。

※既存の補助制度あり（補助限度額50万、補助率2/3）
21



【参考】他県事例

福島県 秋田県 山口県 千葉県

マッチング
支援等

予算額 20,000千円 1,500千円 2,000千円 ー

事業内容

県医師会に委託
承継希望者、開業希望
者の情報収集による
マッチング支援
相談対応、広報等

県医師会への全額補助
承継希望者、開業希望
者の情報収集による
マッチング支援
広報、セミナー・税理
士相談会の開催等

県医師会に委託
承継希望者、開業希望者
の情報収集によるマッチ
ング支援
セミナー・相談会の開催、
専門家派遣（医業経営コ
ンサル、税理士）、広報、
関係者会議等

マッチング支援はなし
県主催でセミナー開催
勤改センターを通じた医業
経営アドバイザーの派遣

補助金
(開業希望者向け)

予算額 60,000千円 ー 13,000千円 5,000千円

事業内容

【補助対象者】
医業承継バンクによりマッ
チングされ、初期救急医療、
在宅医療および公衆衛生の
確保に寄与する診療所

【対象経費】
施設・設備整備に係る費用
（施設の改装、医療機器の
購入等）

【基準額】
40,000千円

【補助率】
１／２

ー

【補助対象者】
県が行う医業承継支援事業
によりマッチングした、へ
き地に所在する診療所等の
譲受者

【対象経費】
承継に伴う診療所等の施
設・設備整備、広告経費
等

【基準額】
4,500千円

【補助率】
１／２

【補助対象者】
県内診療所の承継を受ける予
定の者

【対象経費】
診療所を承継する際に、譲り
受けに要する経費（需用費、
役務費、権利購入費等）

【基準額】
1,000千円

【補助率】
10／10

実績等

H30から累計で19件基本
合意書取り交わし
市街地の事業承継に偏っ
ており、採算が見込めな
い地域は医業承継が進ん
でいない

R2～R4で１件マッチング
実績が乏しいため、県事
業は終了（現在は県医師
会が単独実施）

承継実績なし R5から累計で補助実績４件
うち１件が承継済み
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医師少数区域経験認定医師制度

23



24



25


